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・新庁舎建設特別委員会審査
・総合計画って何？
・市政のここが聞きたい
  （市政一般質問）
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Ｐ７～１３



新庁舎建設特別委員会
主な質疑

議長　吉田幸太郎
新庁舎建設特別委員会
委員長　仲田稔
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新庁舎実施設計

な
ぜ「
一
括
発
注
」で
入
札
？

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

【
工
程
管
理
の
難
し
さ
が
課
題
】

　
深
谷
市
に
お
い
て
も
前
例

の
な
い
規
模
の
建
設
工
事
と

な
り
ま
す
。
そ
の
上
、
工
事

期
間
中
に
同
一
敷
地
内
で
現

庁
舎
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
安
全
管
理
の
徹
底
は
、

更
地
で
の
建
設
工
事
の
そ
れ

と
は
別
次
元
の
管
理
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
の
工
程
管
理

に
お
い
て
は
、
合
併
特
例
債

の
活
用
期
限
（
平
成
32
年
度
）

が
迫
っ
た
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
な
る
こ
と
か
ら
、
滞
り

な
い
工
期
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
庁

舎
の
管
理
体
制
と
建
設
施
工

と
の
調
整
事
務
を
一
元
化
さ

せ
る
ね
ら
い
も
あ
り
、
そ
れ

ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結

果
、「
一
括
発
注
」
と
し
て
入

札
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
に
向
け
た

今
後
の
予
定

●
３
月
上
旬

　『
入
札
公
告
』

●
４
月
下
旬

　『
入
札
執
行
』

●
入
札
事
務
終
了
確
認
後

　『
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
に
て
入
札
結
果
の
報
告
』

●
６
月
議
会

　『
契
約
承
認
の
議
決
』

　（
入
札
結
果
に
よ
っ
て
変
更

　
も
あ
り
）

●
議
会
承
認
後

　『
本
契
約
』

　『
建
設
工
事
開
始
』

（
作
業
進
行
状
況
に
よ
り
、

  

予
定
は
柔
軟
に
変
更
さ
れ

  

ま
す
）

※

分
離
発
注
と
一
括
発
注
と
は

　
深
谷
市
で
は
、
公
民
館
建

設
等
で
の
入
札
は
分
離
発
注

方
式
が
採
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
分
離
発
注
と
は
、
建
築

工
事
と
電
気
、
機
械
設
備
工

事
を
別
々
の
入
札
と
し
て
執

行
す
る
の
に
対
し
て
、
一
括

発
注
と
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め

て
一
つ
の
入
札
で
行
う
こ
と

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

【
県
内
近
年
の
庁
舎
建
設
】

北
本
市
（
26
年
度
）

秩
父
市
（
28
年
度
）

新
座
市
（
29
年
度
）

桶
川
市
（
30
年
度
）

吉
川
市
（
30
年
度
）

机の配置だが、守秘義務の関係でカウンターの
内側に高いキャビネットを配置し、相談に来た
市民と職員の距離を作るのは再考できないか。

職員の机の上の書類が見えない程度の高さであ
るので、問題ないと考えている。

Q

A

国道上の歩道橋について国と相談しているか。
また、今の色は新庁舎に合わないと思うが。

歩道橋については現在一方通行の道をまたいで
いる部分は撤去し、国道をまたぐ部分は残る。
また、新たに西側にも階段を増設する。色につ
いては今後よく協議していく。

Q

A

本工事を通じた市内経済の活性化とは具体的に
どういうことか。

元請業者に対し下請けや孫請けの業者をできる
限り市内業者から選定していただき、資材等に
ついても市内製品を調達するよう呼びかける。

Q

A

規模は異なるが、これまで本市は分離発注方式
を採用してきている。その判断はおそらく工事
単価の抑制だと思うが、一括発注でないと工期
が守れない等の懸念があるからか。

これまでにない規模の工事であり高度な施工管
理、安全管理が必要になる。また、円滑な工程
管理、工事品質の確保ができコストの削減や責
任の明確化も図れる。入札に関しても分離発注
だと不調のリスクが高まる。以上を鑑み一括発
注が良いと判断した。

Q

A

新庁舎整備事業の継続費、平成 32 年度までの
総額で 79 億 5000 万円が計上された。実質
の支出は翌年度からだが、今回の補正予算で継
続費を計上した理由は。

年度内の 3 月には工事発注を行う予定で、当
然支出負担額がかかり、その契約準備行為が始
まるからである。平成 30 年度の予算について
は、3 月議会の新年度予算で上程させていただ
きたい。

Q

A

　12 月議会において、提案された補正予算項
目に、新庁舎建設における※継続費が計上され
た。（実質の歳出は30年度より）

※継続費とは…通常、歳入歳出予算が会計年度独
立の原則により、経理されているのに対し、継続
費はその例外をなすものである。継続費は２会計
年度以上にまたがって経費を支弁する必要がある
事案について、予算の定めるところにより、その
経費の総額及び年割額を定め、数年度にわたって
支出することができるとされている。

実施設計を反映した事業費（継続費）の内訳（億円）
区分 金額 備考

建築本体工事
外 構 工 事
付 帯 工 事
工 事 監 理 費
そ の 他 工 事
解 体 工 事 費
消 費 税
合 　 計

64.5
3.2
1.0
1.4
0.5
2.9
6.0
79.5

建築、電気、機械等
駐車場、植栽等
倉庫、車庫
工事監理費
歩道橋改修
現庁舎解体等
8及び 10％

※什器、備品、システム、移転費は別途計上予定

補正予算
平成29年度一般会計

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
審
査

　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
11
月
24
日
に
開
会
し
、
12
月
14
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一

般
会
計
補
正
予
算
に
、
新
庁
舎
建
設
の
継
続
費
が
計
上
さ
れ
る
な
ど
、
建
設
に
向
け
た
具
体
的
な
議
決

事
項
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
新
庁
舎
建
設
の
検
討
は
協
議
段
階
か
ら
、
議

会
議
決
の
段
階
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
設
置
さ
れ
、
継
続
審
査
し
て
き
た
「
新
庁
舎
建

設
特
別
委
員
会
」
で
す
が
、
今
議
会
で
第
14
回
目
の
開
催
が
あ
り
実
施
設
計
の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

平成29年

12月議会

８
月
号
参
照

　新庁舎建設は実施設計の策定中であり、情
報共有と意見協議を行うため新庁舎建設特別
委員会で審査を継続してきました。第 2次総
合計画は策定スケジュールをにらみながら、
議会として集中審査を行うため、第 2次総合
計画策定特別委員会を設置しました。

　新庁舎建設特別委員会は平成 27 年 12 月に設置
され、これまでに 14 回の会議を経て参りました。
新庁舎基本計画案での協議質疑から建設基本設計
の策定まで 1 年以上。それを受けた建設実施設計
まで、さらに1年の協議が継続されてきました。

市役所前の市道は建設準備のため
通行止めになりました

全会一致で賛成！



基本構想
前期基本計画

：平成30年度～ 39年度
：平成30年度～ 34年度

特別委員会では質問通告制を採用
長時間にわたる丁寧な協議となった。

　深谷市では平成20年度から10年間を計画期間
とした『深谷市総合振興計画』においてまちづくり
を進めてきた。
　『第2次深谷市総合計画』は市の個別基本計画の
上位に位置づけた計画であり、大きく変化する社会
状況の中で、深谷市が目指すべき将来都市像を明ら
かにし、市民と行政が協力して、より良いまちをつ
くるための指針として策定させるものである。

深
谷
市
の
国
保
税
の

一
世
帯
の
課
税
限
度

額
は
、
現
在
、
52
万
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
課

税
限
度
額
は
、
17
万
円
だ

が
、
今
回
の
改
正
は
、
国

保
税
を
54
万
円
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
を
19
万
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

引
き
上
げ
ら
れ
る
対
象
の

件
数
と
総
額
は
ど
れ
く
ら

い
か
。国

保
税
の
引
き
上
げ

の
件
数
は
、
５
１
４

件
で
そ
の
総
額
は
、
約
９

７
８
万
円
。
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
引
き
上
げ
の
件

数
は
、
４
６
４
件
、
そ
の

総
額
は
、
約
８
９
９
万
円
。

介
護
保
険
の
介
護
納

付
金
の
限
度
額
は
、

QQ A

16
万
円
で
変
更
は
な
い
が
、

合
計
で
一
世
帯
の
最
高
額

が
現
在
85
万
円
だ
が
改
正

で
89
万
円
と
な
る
。
そ
の

件
数
と
総
額
は
ど
う
か
。

５
１
４
件
、
総
額
は
、

約
１
８
７
７
万
円
。

広
域
化
の
直
前
に
な

ぜ
課
税
の
条
例
改
正

な
の
か
。

課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
は
、
能
力
に
応

じ
た
公
平
な
負
担
を
め
ざ

す
も
の
で
、
広
域
化
と
は

別
に
進
め
ら
れ
、
近
年
続

け
て
３
回
引
き
上
げ
て
い

る
。
昨
年
の
税
法
改
正
に

伴
い
、
近
隣
市
に
合
わ
せ

提
案
し
た
。
な
お
国
保
運

営
協
議
会
の
理
解
を
得
て

い
る
。

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

改正

AA

　
市
の
国
保
税
条
例
は
、
国
保
加
入
者
の
負
担
す
べ
き
国
保
税
を
決
め
る
も
の
だ
が
、

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
国
保
税
条
例
の
国
保
税
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
の

課
税
限
度
額
を
各
２
万
円
引
き
上
げ
る
改
正
。
平
成
30
年
４
月
施
行
。

第2次総合計画策定特別委員会
委員長　三田部恒明
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　時代は変化の連続。政策・財源の整合性ある長期総合運営
を行うためにも、なおさら総合計画が重要です。市は計画策
定プロセスに専門家・市民の参画を得て素案を作り、議会は
議決案件とし今回初めて特別委員会を立ち上げ集中審査。白
熱した議論の末、修正項目は約 28 カ所。10 年後の深谷市
の姿を展望し、新たな挑戦を開始したいと思います。

今回の条例改正による変化
国保税の課税内訳 現在の

課税限度額
改正

引き上げ額
改正後の
課税限度額

国民健康保険税

後期高齢者支援金

介 護 納 付 金

合 計 額

52万円

17万円

16万円

85万円

2万円

2万円

0万円

4万円

54万円

19万円

16万円

89万円

引き上げ
件数

514件

464件

0件

引き上げ
総額

　978万円

899万円

0円

1,877万円

Q

12 月定例会　議案に対する各議員の賛否
会 派 名 （※） 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党 彩新 深成会

議 案

専決処分の承認を求めることについて

個人情報保護条例及び情報公開条例の
一部を改正する条例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

保育園条例の一部を改正する条例

市営住宅管理条例の一部を改正する条例

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

一般会計補正予算（第３号）

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

岡中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

訴えの提起について

平成２９年度一般会計補正予算（第４号）

第２次総合計画の基本構想及び前期基本計画の
策定について

市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例
及び職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

平成２９年度一般会計補正予算（第５号）

議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例

年金の毎月支給を求める意見書を国に提出する
ことを求める請願

議 員 名
審
議
結
果

⻆  

田
義
徳

茂
木
一
郎

富
田

勝

武
井
伸
一

清
水
健
一

柴
崎
重
雄

加
藤
利
江

吉
田
幸
太
郎

倉
上
由
朗

髙
田
博
之

新
井

清

仲
田

稔

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

中
矢
寿
子

村
川
徳
浩

田
島
信 

𠮷

石
川
克
正

松
本
政
義

為
谷

剛

清
水

修

佐
久
間
奈
々

鈴
木
三
男

馬
場

茂
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ × × × × × × 　 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

※会派名は、共産党は日本共産党、彩新は彩新クラブです。　※議長は可否同数のみ採決に参加します。　※○は賛成、×は反対、欠は欠席です。

議
　
　
長

平
成
29
年
度

承 認

可 決

可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

不採択

（協働・行政経営）
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
仮
）
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
構
想

新
市
建
設
計
画

市
一
般
職
定
員
管
理
計
画

特
定
事
業
主
行
動
計
画

女
性
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（都市・生活基盤）
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

立
地
適
正
化
計
画

市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

水
道
事
業
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

生
活
排
水
処
理
基
本
計
画

水
道
事
業
経
営
戦
略

下
水
道
事
業
経
営
戦
略

緑
の
基
本
計
画

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

交
通
安
全
対
策
実
施
計
画

通
学
路
整
備
計
画

（暮らし・環境）
地
域
防
災
計
画

国
民
保
護
に
関
す
る
深
谷
市
計
画

建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画

（
仮
）
空
家
等
対
策
計
画

環
境
基
本
計
画

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画

（産業振興）
産
業
振
興
計
画

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

（教育・文化）
教
育
振
興
基
本
計
画

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

渋
沢
栄
一
翁
と
『
論
語
の
里
』

整
備
活
用
計
画

（子育て・保健・福祉）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

健
康
づ
く
り
計
画

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施
計
画

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画

高
齢
者
福
祉
計
画

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
事
業
計
画

障
害
者
計
画

障
害
福
祉
計
画

第2次総合計画策定
特別委員会での議論は？

総合計画って何？

開催日
第 1回
第 2回
第 3回

第 4回

第 5回
第 6回
第 7回

協議内容
特別委員会設置
素案説明
通告に対しての回答
【55項目の通告】
通告に対しての回答
【43項目の通告】
（第4回会議の続き）
議員間協議、意見集約
【特別委員会での
意見採用箇所28カ所の承認】

1
6
2

26

30
17
24

9／
9／
10／

10／

10／
11／
11／

第2次 深谷市総合計画 基本構想（10年計画）
前期基本計画（前期5年）

市の 最上位計画



区
域
の
変
更
に
伴
う

標
識
設
置
場
所
の
状

況
は
。４

月
よ
り
、
放
置
整

理
区
域
を
岡
部
地
区

へ
新
た
に
設
置
を
し
、
深

谷
地
区
に
お
い
て
は
範
囲

を
変
え
て
設
置
し
直
す
も

の
で
、
こ
の
表
示
す
る
看

板
を
区
域
が
分
か
る
場
所

に
設
置
す
る
為
の
費
用
補

正
で
あ
る
。

標
識
を
設
置
す
る
業

者
の
選
定
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

市
の
発
注
要
綱
に
基

づ
き
選
定
を
し
て
い

く
。

寄
居
町
か
ら
の
負
担

金
は
。

平
成
29
年
度
の
負
担

金
は
４
億
３
６
８
万

２
千
円
で
あ
る
。
ま
た
、

消
防
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
で
負
担
金
が
決
ま

っ
て
お
り
、
常
備
消
防
に

対
す
る
経
費
と
な
っ
て
い

る
。

29
年
度
補
正
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク

　
放
置
自
転
車
・
自
動
車
の
発
生
防
止
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
改

正
内
容
の
広
報
・
周
知
及
び
自
転
車
放
置
整
理
区
域
の
指
定
等
に
関
す
る
標
識
の
整
備
を

行
う
た
め
の
増
額
補
正
な
ど
合
わ
せ
て
約
４
億
８
５
５
２
万
円
の
補
正
と
な
り
ま
す
。

補
助
の
内
容
は
。

深
谷
市
に
お
い
て
も

相
当
な
被
害
が
出
た

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

補
正
は
、
県
が
災
害
指
定

を
し
、
県
と
市
で
半
分
ず

つ
持
つ
補
助
金
で
、
現
物

保
証
で
は
な
く
被
害
を
受

け
た
面
積
が
全
体
の
30
％

以
上
あ
る
場
合
、
水
害
に

よ
る
防
除
用
の
消
毒
や
肥

料
の
助
成
を
行
う
も
の
で

あ
る
。災

害
の
申
請
手
続
き

は
。

補
助
金
が
確
定
後
、

各
農
協
か
ら
通
知
が

届
い
た
の
ち
申
請
の
手
続

き
と
な
る
。

QQ A

QA

A 農
業
施
策
推
進
事
業

消
防
費
負
担
金

放
置
自
転
車
・
自
動
車

対
策
事
業

QQ AA

〈 

「
市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧 （通告順）

○富田　勝
　①深谷市花植木公設地方卸売市場
　　やふかや緑の王国について
　②花園インター拠点整備事業に
　　ついて

○清水　健一
　①学力向上について
　②水道事業について
　③行財政改革について

○田島　信𠮷
　①道路・排水路等の整備について
　②鉄道駅の施設整備について
　③農業集落排水事業について

○五間　くみ子
　①学校行政について
　②公立幼稚園について

○鈴木　三男
　①住宅リフォーム助成について

○⻆田　義徳
　①大規模自然災害発生時の
　　農業政策について
　②投票率の向上について

○佐久間　奈々
   ①議案の調査期間について 
　②学校図書について
　③花園拠点プロジェクトについて

○茂木　一郎
　①市のＰＲについて

○清水　修
　①図書館本館・３分館について

○三田部　恒明
　①教育行政
　②移住定住政策
　③マイナンバー制度

○村川 徳浩（ミルクおやじ）
　①花園ＩＣ拠点整備
　　プロジェクトについて
　②原郷上野台線の立体交差に
　　ついて
　③川本公民館の建設予定地に
　　ついて

○為谷　剛
　①原郷上野台線・単独立体交差
　　化事業について

　
　

花
園
イ
ン
タ
ー
拠
点
整
備
事
業
等
、

税
金
の
使
わ
れ
方
が
選
挙
の
争
点
だ
と
し

て
い
る
チ
ラ
シ
が
毎
戸
投
函
さ
れ
た
が
、

選
挙
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
の
大
事

な
事
業
と
し
て
自
信
を
も
っ
て
進
め
る
べ

き
と
思
う
が
、
市
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

　
　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
あ
る
農

業
と
観
光
の
振
興
、
自
主
財
源
の
確
保
、

雇
用
機
会
の
創
出
を
実
現
す
る
た
め
、
深

谷
市
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
。

̶

深
谷
市
花
植
木
公
設
市
場
や

　

ふ
か
や
緑
の
王
国
に
つ
い
て̶

　
　

使
用
料
の
減
額
は
で
き
な
い
か
。

　
　

今
後
修
繕
な
ど
の
増
大
が
予
想
さ
れ

る
の
で
現
状
を
維
持
し
て
い
く
。
市
場
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

緑
の
王
国
は
、
花
植
木
市
場
と
の
連

携
を
深
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

各
種
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
市

場
の
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
花

と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

寄
居
パ
ー
キ
ン
グ
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
か
ら
市
内
へ
誘
導
す
る
道
路
の
拡
幅

が
必
要
と
思
う
が
、
緑
の
王
国
を
経
由
し

て
は
。

　
　

地
元
自
治
会
や
関
係
地
権
者
の
理
解

協
力
も
必
要
な
こ
と
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て

は
県
道
花
園
本
庄
線
等
が
あ
る
が
、
武
蔵

野
工
区
が
唯
一
未
着
工
で
あ
り
、
国
道
１

４
０
号
荒
川
交
差
点
か
ら
秩
父
鉄
道
ま
で

の
区
間
の
整
備
促
進
活
動
に
合
わ
せ
て
、

早
期
完
成
に
向
け
期
成
同
盟
会
に
よ
る
活

動
を
継
続
し
て
い
く
。

Q
花
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

A
目
的
を
実
現
す
る
た
め
鋭
意
努
力
し
て
い
く

ＱＱ ＡＡＱＱ Ａ

Ａ
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富
田
　
勝

と
み
　 

た            
ま
さ
る

請
願
第
16
号

（
継
続
審
査
）

　
「
憲
法
第
九
条
の
改
定
を
行
わ
な
い
よ

う
、
政
府
・
国
会
へ
の
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
」
を
求
め
る
請
願

　

新
日
本
婦
人
の
会
深
谷
支
部
支
部
長

堤　

和
江

 

意
見

　

憲
法
改
正
が
戦
争
に
つ
な
が
る
と
い
う
、

請
願
趣
旨
に
は
違
和
感
を
感
じ
る
。
憲
法

審
査
会
で
の
論
議
は
、
９
条
平
和
主
義
を

否
定
す
る
改
正
で
は
な
い
と
思
う
。

　

中
矢　

寿
子

　

国
会
で
も
論
議
を
さ
れ
る
上
で
、
深
谷

市
議
会
の
意
思
と
し
て
請
願
可
決
を
し
て
、

意
見
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

鈴
木　

三
男

　

憲
法
を
議
論
し
て
い
る
政
党
の
中
で
も
、

議
論
が
煮
詰
ま
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
深
谷
市
議
会
と

し
て
、
も
う
少
し
継
続
し
て
審
議
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か

ら
、
継
続
審
査
を
意
見
と
す
る
。

　

田
島　

信
𠮷

請
願
の
審
査
結
果

じ
ん   

ぼ　
　
　

  

よ
し   

お

つ
つ
み        

か
ず   

え

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

吉
田　

幸
太
郎

人
権
擁
護
委
員

小
池　

政
子

※

請
願
・
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
敬
称
略

こ    

い
け          

ま
さ   

こ

人
事
案
件

請
願
第
15
号

（
不
採
択
）

年
金
の
毎
月
支
給
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

　

全
日
本
年
金
者
組
合
深
谷
支
部
支
部
長

　
　
　
　
　
　

神
保　

喜
郎

 

意
見

　

毎
月
支
給
が
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
ど

こ
ま
で
有
効
な
の
か
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
等
、
事
務
改
善
が
図

ら
れ
、
社
会
保
障
に
関
し
て
も
、
全
て
の

制
度
が
整
っ
て
い
く
中
で
、
こ
の
２
カ
月

に
１
回
が
１
カ
月
に
１
回
に
な
っ
て
い
く

可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
今
こ
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
は
ま
だ
早
い
の
で
は
な

い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

中
矢　

寿
子

　

現
在
の
年
金
受
給
者
の
暮
ら
し
の
状
況

か
ら
見
て
、
そ
う
い
う
思
い
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
年
金
者
組
合
の
意
向
を
深
谷

市
議
会
の
意
思
と
し
て
、
年
金
受
給
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
こ
の
意
見
書
を
上
げ
る

べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　

鈴
木　

三
男

ふかや緑の王国
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田
島
　
信
𠮷

た     

じ
ま            

の
ぶ  

よ
し

清
水
　
健
一

し     

み
ず            

け
ん  

い
ち

　
　

平
成
29
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
で
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
が
県
平
均
を

下
回
り
、
埼
玉
県
は
全
国
47
都
道
府
県
中
、

下
位
に
低
迷
し
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を
、

ど
の
様
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

　
　

学
力
上
位
層
を
増
や
し
、
下
位
層
に

対
し
て
も
、
手
厚
く
指
導
を
し
て
い
く
。

̶

水
道
老
朽
管
の
布
設
替
え
は̶

　
　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
を
32
年
度

ま
で
に
完
了
さ
せ
る
予
定
だ
が
、
状
況
は
。

　
　

残
り
45
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
　

ど
の
様
な
管
に
更
新
を
し
、
年
間
何

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
い
く
ら
で
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

年
間
約
6
億
円
を
掛
け
て
11
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
を
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
更
新
工

事
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
よ
り
も
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
の
方
が
安
く
て
長
寿
命
で
耐
震

性
も
高
い
と
聞
く
が
、
管
種
の
変
更
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

今
後
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

̶

行
財
政
改
革
実
施
計
画
策
定
は̶

　
　

合
併
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
割
増
額

が
平
成
32
年
度
に
終
了
す
る
が
、
影
響
額

は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

約
18
億
円
と
な
る
。

　
　

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
る
が
、
新

た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
、

行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

今
ま
で
も
、
様
々
な
改
革
を
行
っ
て

き
た
が
、
実
績
の
見
え
る
化
と
一
体
的
な

推
進
を
目
的
と
し
て
、
計
画
の
策
定
を
検

討
し
て
い
く
。

Q
小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
、
ど
の
様
に
取
り
組
む
の
か

A
教
師
の
授
業
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く

　
　

台
風
21
号
に
よ
る
大
雨
で
明
戸
駅
前

か
ら
西
方
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
間
の
道

路
が
冠
水
し
通
行
が
不
能
と
な
り
、
住
宅

浸
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。
通
学
路

で
も
あ
り
早
期
改
善
を
さ
れ
た
い
。

　
　

以
前
か
ら
早
期
改
善
が
望
ま
れ
て
い

る
が
、
下
流
住
民
と
の
調
整
な
ど
実
現
が

難
し
い
現
状
で
あ
る
。
排
水
路
の
し
ゅ
ん

せ
つ
や
除
草
な
ど
臨
時
的
対
応
を
取
り
な

が
ら
整
備
を
研
究
す
る
。

̶

ト
イ
レ
の
な
い
駅
解
消
を̶

　
　

明
戸
駅
は
、
昭
和
60
年
旧
川
本
町
の

要
望
駅
で
、
年
間
10
万
人
余
の
乗
降
客
が

あ
る
が
駅
開
設
以
来
、
利
用
者
用
ト
イ
レ

が
な
く
、
ま
た
、
駅
ホ
ー
ム
に
風
雨
を
し

の
ぐ
設
備
も
な
い
。
鉄
道
で
設
置
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
の
た
め
公
衆
ト
イ

レ
と
し
て
市
が
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

ホ
ー
ム
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を
連
結

し
た
構
造
で
風
雨
施
設
は
難
し
い
。
ト
イ

レ
も
鉄
道
利
用
者
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、

鉄
道
に
要
望
し
て
い
く
。

̶

集
落
排
水
と
公
共
下
水
接
続
を̶

　
　

農
業
集
落
排
水
事
業
で
処
理
能
力
を

超
え
受
入
れ
停
止
地
区
で
は
環
境
が
悪
化

し
て
い
る
。
集
落
排
水
と
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
計
画
の
有
無
、
ま
た
、
課
題
は
何

か
を
聞
き
た
い
。

　
　

接
続
費
用
と
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
比

較
検
討
及
び
使
用
料
体
系
な
ど
の
調
査
研

究
を
行
い
、
接
続
が
有
利
な
地
区
に
つ
い

て
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
大
雨
時
、
恒
常
的
に
冠
水
す
る
道
路
の
早
期
改
善
を

A
改
善
策
を
研
究
す
る

ＱＱＱＱ ＡＡＡＡ

ＡＡ ＱＱ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

冠水した明戸駅前道路

花園小学校トイレ改修

　
　

ト
イ
レ
環
境
の
改
善
は
、
児
童
生
徒

の
健
康
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
あ
り
、
生

活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
便
器
の
洋
式
化

へ
の
改
修
は
必
須
と
考
え
る
。
本
市
に
お

け
る
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
状
況
は
。

Ａ　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
た
ト
イ
レ
改
修
を
、
平
成
13
年
度
か
ら

行
い
、
小
学
校
16
校
、
中
学
校
９
校
行
っ

て
き
た
。

　
　

便
器
の
洋
式
化
に
対
す
る
考
え
は
。

　
　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
本
市
の

洋
式
化
率
は 

37
・
７
％
と
県
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
。
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

率
の
問
題
等
を
踏
ま
え
、
今
年
７
月
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
洋
式
便
器
の
不
足
、

和
式
需
要
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
の

改
修
内
容
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

̶

公
立
幼
稚
園
、

　
　
　

あ
り
方
も
含
め
方
向
性
は̶

　
　

現
在
の
モ
デ
ル
園
で
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
が
、
内
容
は
。

　
　

本
年
４
月
よ
り
、 

①
３
歳
児
の
受
入

れ
②
平
日
の
長
時
間
預
か
り
③
長
期
休
業

中
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
実

績
を
分
析
し
な
が
ら
改
善
策
を
探
り
、
今

後
幼
稚
園
で
行
う
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

に
生
か
し
て
い
く
。

　
　

平
成
27
年
９
月
に
一
般
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
ど
ん
な
検
討
を
重
ね
て
き
た
の
か
。

　
　

幼
児
教
育
の
推
進
に
係
る
協
議
会
の

開
催
、
加
須
市
の
視
察
、
保
護
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
等
行
っ
て
き
た
。

　
　

今
後
の
幼
稚
園
の
あ
り
方
も
含
め
、

方
向
性
は
い
つ
ま
で
に
結
論
を
出
す
の
か
。

　
　

方
針
を
決
定
次
第
、
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

Q
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
計
画
、
ど
う
行
う
の
か

A
よ
り
よ
い
ト
イ
レ
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く

　
　

市
は
現
在
、
福
祉
や
環
境
対
策
な
ど

政
策
的
な
目
的
に
限
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
。
し
か
し
、
一
般
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
す
る
助
成
制
度
は
な
い
。
県
内
の

22
市
12
町
で
一
般
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

も
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
助
成
金
の
10
倍

か
ら
30
倍
の
効
果
が
あ
る
。
小
規
模
企
業

が
事
業
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
地
域
経
済

の
安
定
と
生
活
向
上
に
重
要
で
あ
る
。
経

済
効
果
の
大
き
い
一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
を
求
め
て
質
問
を
す
る
。
市
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
平
成
28
年
度
の
活
用

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
助
成
制
度
一

覧
表
（
左
下
図
参
照
）
の
と
お
り
回
答
。

　
　

現
行
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
活

用
は
、
大
変
少
な
い
。
改
修
費
に
対
す
る

補
助
率
や
上
限
金
額
を
引
き
上
げ
て
は
ど

う
か
。

　
　

引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い
。

　
　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
三
世
代
同
居

や
近
居
、
新
婚
世
帯
、
子
育
て
世
代
な
ど

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
も
助
成
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

そ
の
考
え
は
な
い
。

　
　

商
店
街
活
性
化
の
た
め
に
店
舗
な
ど

の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
助
成
す
べ
き
で
は
。

　
　

空
き
店
舗
を
活
用
し
、
新
規
に
出
店

す
る
事
業
者
が
行
う
内
外
装
の
工
事
費
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
既
存
の
店
舗
の

リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
適
用
の
考
え
は
な
い
。

　
　

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
一
般
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
の
考
え
は
。

　
　

本
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
は

政
策
的
な
目
的
の
あ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
限

る
。
制
度
の
創
設
は
、
考
え
て
い
な
い
。

Q
一
般
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を

A
政
策
目
的
に
合
致
し
て
い
な
い
の
で
創
設
は
考
え
て
い
な
い

ＱＱ ＡＡＱＡ

ＡＡ ＱＱ

ＱＡＱＱ Ａ

ＱＱ ＡＡＡ

五
間
　
く
み
子

ご     

ま           

　
　
　
　
　
　
　 

こ

鈴
木
　
三
男

す
ず
　 

き             

み
つ    
お

助成制度の内容・名称 支給金額（円）件数

高齢者住宅のバリアフリー改修 /
固定資産税減額制度 43,5166

住宅の耐震改修 /固定資産税減額制度

住宅の省エネ改修 /固定資産税減額制度

居宅介護住宅改修補助制度

介護予防住宅改修補助制度

高齢者住宅改修費補助事業

重度身体障害者居宅改善整備事業

空き店舗等出店促進補助金

木造住宅耐震化補助制度 (改修分 )

0

59,016

28,628,006

13,218,909

156,000

240,000

500,000

1,100,000

0

5

279

126

4

1

1

3

住宅リフォーム関連助成制度一覧表（平成28年度実績）



茂
木
　
一
郎

も
て    

ぎ            

い
ち   

ろ
う

清
水
　
修

し    

み
ず          

お
さ
む

佐
久
間
　
奈
々

さ      

く      

ま              

な      

な

１1 １0

　
　

被
害
状
況
の
調
査
方
法
、
被
害
農
家

数
や
被
害
額
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
県
よ

り
特
別
災
害
の
認
定
を
受
け
た
が
、
県
当

局
と
ど
の
よ
う
な
調
整
を
行
っ
た
の
か
。

　
　

台
風
21
号
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
県

か
ら
調
査
依
頼
が
あ
り
、
市
内
４
農
協
へ

の
聞
き
取
り
の
ほ
か
、
市
職
員
に
よ
る
現

地
確
認
に
よ
り
被
害
調
査
を
実
施
し
た
。

被
害
報
告
す
る
に
あ
た
っ
て
は
埼
玉
県
条

例
の
手
続
き
に
従
っ
て
行
っ
た
が
、
す
で

に
長
雨
に
よ
っ
て
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
へ
の
被

害
が
生
じ
て
お
り
、
台
風
に
よ
る
被
害
と

の
区
別
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
十

分
に
協
議
を
行
っ
て
報
告
し
た
。

　
　

助
成
措
置
の
内
容
、
適
用
基
準
は
。

　
　

防
除
用
の
薬
剤
等
の
購
入
費
補
助
を

行
う
。
適
用
基
準
は
、
収
穫
量
の
30
％
以

上
が
被
害
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

被
害
調
査
を
行
っ
た
時
点
以
降
も
被

害
状
況
は
拡
大
し
て
い
る
が
、
今
回
の
災

害
に
関
す
る
認
定
は
こ
れ
で
終
了
か
。

　
　

県
に
確
認
し
た
が
、
今
回
の
認
定
ま

で
で
あ
り
、
追
加
で
の
認
定
は
な
い
。

　
　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
被
害
の
大
部
分
は

黒
す
す
病
だ
と
思
う
が
、
被
害
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

　
　

県
に
よ
り
防
除
対
策
が
示
さ
れ
て
お

り
、
農
協
や
市
場
を
通
し
て
各
農
家
へ
の

チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
り
周
知
さ
れ
て
い
る
。

̶
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て̶

　
　

新
た
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

平
成
30
年
１
月
28
日
執
行
の
深
谷
市

長
選
挙
に
お
い
て
、
市
内
に
５
つ
あ
る
高

校
の
協
力
を
も
ら
い
５
カ
所
の
期
日
前
投

票
所
に
各
２
名
、
合
計
10
名
の
生
徒
に
投

票
立
会
人
を
務
め
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

Q
市
が
独
自
の
補
助
制
度
を
制
定
す
る
予
定
が
あ
る
の
か

A
な
い
。
国
の
「
収
入
保
険
制
度
」
の
周
知
に
努
め
る

　
　

１
５
０
０
人
の
雇
用
と
い
う
数
字
は

深
谷
市
の
試
算
で
あ
る
が
、
三
菱
地
所
・

サ
イ
モ
ン
と
の
協
議
で
の
数
字
は
。

　
　

協
議
し
て
い
な
い
。

　
　

現
在
は
人
材
難
社
会
で
あ
り
、
雇
用

の
確
保
が
難
し
い
状
況
の
中
で
１
５
０
０

人
の
雇
用
は
現
実
的
か
。

　
　

求
人
は
三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
や
各

テ
ナ
ン
ト
が
行
う
。
既
存
施
設
で
の
実
績

を
見
る
と
人
材
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
市
は
プ
ラ
ス
の
経
済
効
果

を
主
張
し
て
き
た
が
、
マ
イ
ナ
ス
の
経
済

効
果
も
あ
る
。
市
内
商
業
へ
与
え
る
影
響

や
地
域
に
お
け
る
大
渋
滞
の
影
響
な
ど
が

あ
る
。
同
様
に
地
域
の
労
働
市
場
に
与
え

る
、
人
材
難
を
更
に
加
速
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
ど
の
様
な
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
あ
る

か
調
査
検
討
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　

新
た
な
雇
用
機
会
が
生
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
で
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
だ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　

現
在
の
人
材
難
の
状
況
で
１
５
０
０

人
の
雇
用
が
発
生
す
れ
ば
、
事
業
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
と
、
市
内
有
数
の
製
造
会

社
社
長
が
言
っ
て
い
た
が
、
市
は
そ
の
認

識
が
あ
る
か
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
行
っ
て
い
な
い
。
三

菱
が
行
な
う
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
雇

用
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
問
題
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

か
な
り
の
従
業
員
駐
車
台
数
が
必
要

と
思
う
が
何
台
か
。
ま
た
確
保
は
。

　
　

三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
が
中
心
に
関

係
機
関
と
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
在
具
体
的
な
台
数
及
び
場
所
は

決
定
し
て
い
な
い
。

Q
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
労
働
市
場
に
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
は

A
マ
イ
ナ
ス
効
果
は
な
い
と
考
え
て
い
る

ＱＱＱ ＡＡ

ＱＡ

Ａ

Ａ Ｑ

ＱＱＱＱ ＡＡＡ

Ｑ ＡＡ

　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

市
の
知
名
度
及
び
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
業
務
委
託
に
よ

り
、
来
年
３
月
完
成
に
向
け
ス
ト
ー
リ
ー

の
作
成
や
撮
影
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
の
内
容
は
。

　
　

深
谷
市
外
に
住
ん
で
い
る
20
代
か
ら

30
代
の
若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
を
対
象

に
、
本
市
の
魅
力
を
感
じ
良
好
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
も
ら
え
る
内
容
で
、
動
画
の

長
さ
は
２
分
か
ら
３
分
程
度
の
作
品
及
び

15
秒
か
ら
30
秒
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
バ
ー
ジ

ョ
ン
の
作
品
を
制
作
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
の
今
後
は
。

　
　

深
谷
市
魅
力
発
信
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
へ
の
掲
載
、
報
道
機
関

へ
の
情
報
提
供
等
を
し
て
い
く
ほ
か
、
市

外
在
住
の
方
に
動
画
を
視
聴
し
て
も
ら
え

る
よ
う
民
間
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
行
政
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
た
な
発
想
の
も
と
で
、
動
画
の

効
果
的
な
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

定
住
促
進
の
動
画
制
作
の
予
定
は
。

　
　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
に
よ
る
と
深
谷

市
の
認
知
度
は
全
国
１
０
０
０
市
区
町
村

中
４
５
４
位
、
埼
玉
県
40
市
中
16
位
。
当

市
の
認
知
度
は
ま
だ
低
い
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
、
今
回
制
作
さ
れ
る
動
画
の
効
果

を
見
極
め
な
が
ら
第
２
弾
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
や
定
住
促
進
の
動
画
等

の
制
作
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
の
記
録

映
画
「
わ
が
ま
ち
深
谷
」
の
事
業
効
果
は
。

　
　

図
書
館
・
公
民
館
で
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸

出
し
に
よ
り
、
個
人
や
地
域
の
事
業
に
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。
市
内
全
小
・
中
学
校

へ
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
て
い
る
。

Q
深
谷
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

A
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
来
年
３
月
に
完
成
予
定
で
あ
る

　
　

図
書
館
本
館
の
蔵
書
冊
数
が
、
平
成

25
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。
減

少
の
大
き
な
要
因
と
し
て
収
納
ス
ペ
ー
ス

が
手
狭
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

収
納
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
。

　
　

保
管
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
を
研
究

す
る
。

　
　

市
の
総
合
計
画
で
、
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
し
て
い
る
か
を
は
か
る
指
標
と

し
て
「
市
民
一
人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
」

と
し
て
い
る
が
、
図
書
館
は
資
料
の
収
集
、

整
理
、
保
存
が
一
体
な
の
だ
か
ら
、
一
人

当
た
り
の
蔵
書
冊
数
も
指
標
と
し
て
示
す

べ
き
だ
。

　
　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
全
般
を
示
す
指
標

と
し
て
「
一
人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
」
を

設
定
し
た
。
蔵
書
冊
数
に
つ
い
て
は
、
決

算
資
料
や
県
図
書
館
協
会
の
指
標
で
公
開

し
て
い
る
。

　
　

図
書
館
の
貸
出
冊
数
、
蔵
書
冊
数
と

も
県
内
の
平
均
よ
り
低
い
。
窓
口
業
務
と

図
書
整
理
作
業
を
民
間
へ
の
委
託
事
業
と

し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
図
書
館
法

で
は
、「
図
書
館
の
職
員
が
、
資
料
に
つ
い

て
十
分
な
知
識
を
持
ち
、
そ
の
利
用
の
た

め
の
相
談
に
応
ず
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」、

さ
ら
に「
館
長
は
、所
属
職
員
を
監
督
し
て
、

図
書
館
奉
仕
の
機
能
の
達
成
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。
民
間

へ
の
委
託
を
や
め
て
、
正
規
職
員
の
配
置

を
。

　
　

平
成
22
年
度
か
ら
民
間
委
託
を
し
て

い
る
が
、
同
時
に
各
図
書
館
の
開
館
時
間

を
延
長
す
る
な
ど
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
実
現
し
て
い
る
。今
後
と
も
、サ
ー

ビ
ス
全
般
の
維
持
向
上
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

Q
図
書
館
本
館
、
岡
部
、
川
本
、
花
園
３
分
館
の
充
実
・
発
展
を

A
今
後
と
も
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
維
持
向
上
を
目
指
す

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

Ａ Ｑ

ＱＱＱ ＡＡ

Ａ

⻆
田
　
義
徳

つ
の    

だ
　
　
　
　  

よ
し  

の
り

春ブロッコリーの定植風景

深谷市立図書館

記録映画「わがまち深谷」より
 



村
川
　
徳
浩

ミ

ル

ク

　

 

お

や

じ

三
田
部
　
恒
明

み
　
　
た
　  

べ              

つ
ね   

あ
き

為
谷
　
剛

た
め
が
や
　          

ご
お
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英
語
検
定
目
標
値
の
設
定
お
よ
び
受

験
料
補
助
制
度
創
設
を
検
討
す
べ
き
。

　
　

平
成
32
年
度
か
ら
の
学
習
指
導
要
領

改
訂
に
よ
る
小
学
校
に
お
け
る
教
科
化
、

大
学
入
試
改
革
、
第
２
期
教
育
振
興
基
本

計
画
で
の
中
学
卒
業
段
階
で
の
英
検
３
級

以
上
・
取
得
割
合
50
％
の
到
達
目
標
値
の

設
定
を
踏
ま
え
、
意
欲
的
に
学
ぶ
環
境
づ

く
り
に
尽
力
す
る
。
資
格
試
験
は
生
徒
の

目
標
と
な
り
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
有
効

な
手
段
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
も
補
助
制

度
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

̶

新
婚
世
帯
へ
の

　
　
　
　

支
援
拡
充
に
つ
い
て̶

　
　

国
の
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
は

結
婚
を
伴
う
住
宅
取
得
・
住
宅
賃
借
・
引

越
費
用
補
助
事
業
で
あ
り
、
世
帯
所
得
・

上
限
額
共
に
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
補
助
制

度
を
活
用
し
事
業
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
時
に
か
か
る

一
時
的
な
費
用
軽
減
、
国
か
ら
の
４
分
の

３
補
助
率
に
つ
い
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

市
負
担
割
合
、
国
の
補
助
制
度
の
継
続
性
、

実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
成
果
を
見
極
め

事
業
実
施
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

̶

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
は̶

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
個
人
向
け
専
用
サ
イ

ト
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
が
開
始
さ
れ
、

電
子
申
請
・
添
付
書
類
の
省
略
も
可
能
と

な
っ
た
。
カ
ー
ド
普
及
へ
の
課
題
も
あ
り

市
と
し
て
の
対
応
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
、
子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
等
、
電
子
申
請
・
検
索

機
能
が
開
始
さ
れ
、
以
後
活
用
範
囲
を
順

次
拡
大
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
カ
ー
ド

普
及
・
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

Q
英
語
検
定
目
標
値
の
設
定
・
受
験
料
補
助
制
度
創
設
を

A
補
助
制
度
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し
て
い
く

　
　

原
郷
上
野
台
線
の
立
体
交
差
が
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
に
変
更
に
な
っ
た
時
点
で
は
、

建
設
費
は
25
億
円
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
詳
細
設
計
で
48
億
円
も
掛
か
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
常
識
的
に
考
え
る
と
こ

の
決
定
は
無
効
で
は
な
い
か
。

　
　

経
済
的
な
こ
と
を
理
由
に
し
て
都
市

計
画
決
定
の
変
更
は
で
き
な
い
。　
　

　
　

長
い
間
見
送
っ
て
き
た
の
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
建
設
費
が
高
騰
し
て
い
る
今
、

着
工
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　

区
画
整
理
の
め
ど
が
つ
い
た
の
で
工

事
に
着
手
し
た
い
。

̶

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て̶

　
　

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
、
深
谷
市
が
今
ま
で
に
投
入
し

た
11
億
５
７
０
０
万
円
を
民
間
事
業
者
が

自
費
で
進
め
る
計
画
に
変
更
し
た
場
合
、

回
収
す
る
事
は
可
能
か
。

　
　

回
収
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。 

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
２
年
も
遅
れ
て
い

る
の
は
、
住
民
投
票
を
行
わ
な
か
っ
た
た

め
、
市
民
の
総
意
と
し
て
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
が
影
響
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

遅
延
は
、
調
整
・
協
議
の
長
期
化
と

整
備
手
法
変
更
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

̶

川
本
公
民
館
に
つ
い
て̶

　
　

意
見
が
対
立
し
て
い
る
双
方
が
署
名

活
動
を
始
め
た
。
川
本
公
民
館
の
建
設
予

定
地
は
最
終
的
に
は
、
川
本
地
域
の
住
民

投
票
な
ど
で
判
断
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
住
民
に
納

得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
説
明
を
し
て
い
く
。

Q
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

A
経
済
的
な
こ
と
を
理
由
に
し
て
計
画
の
変
更
は
で
き
な
い

ＱＱ ＡＡ

Ａ Ｑ

ＱＱＱ Ｑ ＡＡＡ

Ｑ ＡＡ

　
　

事
業
費
に
係
る
費
用
負
担
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　

当
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
新
た
に
設
置
す

る
立
体
交
差
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
道
路
と

鉄
道
と
の
交
差
に
関
す
る
協
議
等
に
係
る

要
綱
」
の
第
４
条
条
文
に
基
づ
き
、  

Ｊ
Ｒ

高
崎
線
の
軌
道
下
区
間
も
含
め
、
全
て
深

谷
市
が
費
用
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

計
画
か
ら
実
施
ま
で
。
ど
の
段
階
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

詳
細
設
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

６
月
に
完
了
し
て
お
り
、
現
在
は
実
施
に

向
け
て
関
係
機
関
と
の
協
議
等
、
準
備
を

進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
本
年
６
月
13

日
付
け
で
軌
道
下
の
施
工
委
託
の
協
議
書

を
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
へ
提
出
し
、

本
年
９
月
11
日
付
け
で
受
託
施
工
同
意
の

回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
費

に
つ
い
て
は
現
在
、
再
積
算
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
報
告
で
き
る
準
備
が
整
い

次
第
、
改
め
て
議
員
全
員
協
議
会
に
お
い

て
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の
軌
道
下
の
施
工
に
あ
た
り
、

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
と
協
定
を
結

ぶ
必
要
が
あ
り
、
今
後
は
、
基
本
協
定
の

締
結
、
ま
た
施
工
期
間
が
長
期
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
施
工
年
度
ご
と
に
年
度
協
定
を

締
結
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
　

事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
等
交
付

額
は
あ
る
の
か
。

　
　

当
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
整
備
に
あ
た
り

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
活
用
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
交
付
金
の
交
付
率
は

最
大
で
事
業
費
の
55
％
と
な
っ
て
い
る
が

現
状
は
か
な
り
厳
し
い
交
付
率
で
あ
る
と

埼
玉
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

Q
高
額
な
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が

A
全
て
深
谷
市
が
費
用
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

各
常
任
委
員
会
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に

ＱＱ ＡＡ

Ａ Ｑ

第
９
次
議
会
改
革
委
員
会

伊
勢
崎
市
・
本
庄
市
・
深
谷
市
議
会
交
流
会

　

11
月
24
日
に
議
会
改
革
委
員
会
を
開
き
、

改
革
項
目
で
あ
る
『
委
員
会
の
活
性
化
』

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

深
谷
市
議
会
の
常
任
委
員
会
は
３
委
員
会

あ
り
、
総
務
部
門
、
福
祉
文
教
部
門
、
産

業
建
設
部
門
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
管
事
務
に
つ
い
て
審
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
審
査
内
容
は
、
市
長
提
出
の

議
案
に
つ
い
て
闊
達
な
議
論
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
議
会
改
革
検
討
で
は
、
こ

の
「
委
員
会
の
協
議
の
場
」
の
特
性
を
生

か
し
、
議
案
以
外
の
所
管
事
務
の
調
査
に

つ
い
て
、
常
任
委
員
会
の
権
能
が
発
揮
で

き
な
い
か
を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、
各
会
派
で
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

委
員
長　
　
　

石
川　

克
正

　
　
　
　
　

副
委
員
長　
　

村
川　

徳
浩

　

伊
勢
崎
市
の
「
田
島
弥
平
旧
宅
」
が
富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
と
し
て
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
連

施
設
を
有
す
る
本
庄
市
、
深
谷
市
と
の
議

員
の
連
携
を
密
に
し
、
共
通
の
課
題
に
取

り
組
め
る
よ
う
交
流
会
を
持
つ
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

３
年
目
と
な
る
今
回
は
、
10
月
18
日
に

渋
沢
栄
一
翁
ゆ
か
り
の
誠
之
堂
・
清
風
亭
、

設
立
に
尽
力
し
た
旧
煉
瓦
製
造
施
設
を
視

察
し
、
議
員
間
の
交
流
を
深
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
交
換
を
い
た
し
ま
し
た
。

旧煉瓦製造施設ホフマン輪窯を視察
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　実験車両は、エンジン始動・停止・シ
フトの切替、操舵、制動、駆動、その他
周辺機器を、コンピュータを介して操作
することができます。実証実験では、車
体の内部や上部に、実験内容に応じた
様々な装置を法律の範囲内で取り付けて
自動運転を行います。

視
察

報
告

須
賀
川
市
役
所
新
庁
舎

　

予
算
は
、
議
長
を
除
く

全
議
員
で
予
算
常
任
委
員

会
を
設
置
、
決
算
に
つ
い

て
は
、
議
長
と
議
員
選
出

監
査
委
員
を
除
く
全
議
員

に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
い
る
。

　

予
算
を
常
任
委
員
会
と

し
た
こ
と
に
よ
り
、
補
正

予
算
審
議
を
行
わ
な
く
な

っ
た
従
前
よ
り
あ
る
常
任

委
員
会
を
形
骸
化
さ
せ
な

い
た
め
に
、
委
員
会
協
議

会
や
委
員
間
討
議
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

議
案
の
熟
知
度
を
深
め
る

こ
と
を
重
要
視
し
、
議
会

事
務
局
の
サ
ポ
ー
ト
強
化

を
図
っ
て
い
る
。

10.11～
　　 10.12

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
の

運
営
方
法
に
つ
い
て

委
員
長

●
視
察
先

　
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

議
会
運
営

加
藤
　
利
江

そ
の
他
の
視
察
先

　
議
場
及
び
委
員
会
等
の
設
備

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
福
島
県
須
賀
川
市

由
利
本
荘
市

教
育
委
員
会
よ
り

説
明
を
受
け
る

か
ほ
く
Ａ
Ｒ

ス
ト
リ
ー
ト
見
学

和
光
市
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

議
員
提
案
で
「
ス
ポ
ー

ツ
市
立
よ
こ
て
」
で
ま
ち

を
元
気
に
す
る
条
例
が
可

決
。
ス
ポ
ー
ツ
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
と
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
条
例
概
要
は

「
健
康
づ
く
り
」「
賑
わ
い

づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業
を

担
当
部
局
に
限
定
せ
ず
、

市
が
部
局
を
横
断
し
て
取

り
組
む
こ
と
や
、
市
や
市

議
会
が
連
携
し
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。

10.4～
　　 10.6

10.3～
　　 10.5

10.3～
　　 10.5

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

福
祉
文
教

委
員
長

●
視
察
先

　
　
秋
田
県
横
手
市

茂
木
　
一
郎

委
員
長

●
視
察
先

　
　
新
潟
県
長
岡
市

村
川
　
徳
浩

そ
の
他
の
視
察
先

　
学
力
向
上
の
取
り
組
み
に

　
つ
い
て

　
　
秋
田
県
由
利
本
荘
市
　
他

　

長
岡
市
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
で
は
対
象
鳥
獣
の
種

類
、
被
害
防
止
計
画
の
期

間
及
び
対
象
地
域
を
定
め
、

農
林
水
産
業
等
に
係
る
被

害
の
防
止
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
や
長
岡
市
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
役
割

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
の
強

化
・
農
業
者
等
に
よ
る
わ

な
免
許
の
取
得
促
進
・
地

域
で
の
対
策
指
導
者
の
育

成
・
農
家
組
合
等
に
よ
る

追
い
払
い
事
業
へ
の
支
援

・
侵
入
防
止
柵
の
設
置
等

を
今
後
の
課
題
と
し
て
い

る
。

長
岡
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
つ
い
て

産
業
建
設

そ
の
他
の
視
察
先

　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
富
山
県
富
山
市
　
他

委
員
長

●
視
察
先

　
　
埼
玉
県
和
光
市

石
川
　
克
正

　

新
公
会
計
制
度
移
行
に

伴
い
、
和
光
市
で
は
統
一

的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書

類
の
作
成
手
順
や
資
産
評

価
方
法
、
固
定
資
産
台
帳

の
整
備
手
順
、
連
結
財
務

書
類
の
作
成
手
順
、
事
業

別
・
施
策
別
の
分
析
を
は

じ
め
と
す
る
財
務
書
類
の

活
用
方
法
を
示
し
た
。

　

活
用
と
し
て
、
総
合
振

興
計
画
の
実
施
計
画
と
予

算
編
成
が
連
動
し
て
い
る

た
め
、
実
施
計
画
に
つ
い

て
も
予
算
細
説
の
見
直
し

を
反
映
し
て
い
る
。

新
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の

活
用 総

務

そ
の
他
の
視
察
先

　
補
助
金
に
頼
ら
な
い
新
し
い

　
公
民
連
携
に
つ
い
て

　
　
　
　
岩
手
県
紫
波
町
　
他

議会のうごき
10月 11月 12月

行事内容 行事内容 行事内容

第２次深谷市総合計画策定特別委員会
伊勢崎市・本庄市・深谷市議会
合同研修会、懇親会

深谷市戦没者追悼式
深成会行政視察　～２４日
京都府京都市
・京都市環境保全活動センター
・議会の政策立案機能・監視機能を活かし、
議会力・議員力を高める
議員全員協議会、
第２次深谷市総合計画策定特別委員会

2（月）
18（水）

20（金）
23（月）

26（木）

深谷同志会行政視察　～８日
島根県出雲市ほか
・荒神谷遺跡ボランティアガイド
・行財政改革実施計画
・子育て支援施策
深和会行政視察　～８日
岩手県奥州市ほか
・地域６次産業化の推進
・とわだ産品推進戦略事業
・定住促進施策
新庁舎建設特別委員会行政視察
秩父市新庁舎視察
深政クラブ・深成会行政視察　～１６日
岡山県浅口市ほか
・高齢者支え合いサポーター事業
・全国市議会議長会研究フォーラム
彩新クラブ行政視察 ～１６日
兵庫県姫路市
全国市議会議長会研究フォーラム
議会運営委員会、議員全員協議会、
新庁舎建設特別委員会
第２次深谷市総合計画策定特別委員会
議会開会、議案説明、
第２次深谷市総合計画策定特別委員会
議会改革委員会
議案質疑

6（月）

14（火）

15（水）

17（金）

24（金）

29（水）

総務委員会

福祉文教委員会
産業建設委員会

一般質問
一般質問
議会閉会、議員全員協議会

1（金）

4（月）
5（火）

8（金）
11（月）
14（木）

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
Ｃ
Ｄ
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７
３̶

６
５
６
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

　

埼
玉
工
業
大
学
で
は
、
大
学
周
辺
公
道
で
、
自
動
車
の
自
動
運
転
に
関

す
る
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。
期
間
は
、
平
成
29
年
12
月
１
日
か
ら
、
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

公
道
で
の
自
動
運
転
実
証
実
験
開
始

❶
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る

　

人
材
の
育
成

　

自
動
車
運
転
技
術
の
研
究
開
発

を
通
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
若
者
の
育
成
と
、

市
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

❷
高
齢
化
社
会
に
向
け
る
快
適
な

　

自
動
運
転
技
術
の
開
発　

　

市
内
外
の
企
業
や
研
究
機
関
と

の
連
携
を
広
げ
、
自
動
運
転
車
を

は
じ
め
新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
な
ど
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
つ
自
動
運
転
関
連
産
業
の
育

成
を
図
り
ま
す
。

　

警
察
庁
が
定
め
た
「
自
動
走
行

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
公
道
実
証
実

験
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

従
っ
て
実
施
し
ま
す
。　

目　

的

安
全
性
は

公道実証実験車両（トヨタ　プリウス改造車）

議員全員協議会議員全員協議会
市から議会へ次のような報告がありました。



学校応援団の取り組み
「学校応援団」 とは、 保護者や地域住民がボランティアとして学習
活動や環境整備など、 協力 ・ 支援を行う活動組織です。

学
校
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の

育
成
に
取
り
組
む
上
東
小
の
学
校
応
援
団

   

〜
ド
リ
ー
ム
と
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
〜

上
柴
東
小
学
校

　

ド
リ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
は
本

校
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
す
。
年
間
を
通
し

て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
子
供
達
は
体
を
乗
り
出

し
て
真
剣
に
お
話
を
聞
く
ほ

ど
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

み
な
さ
ん
に
は
校
舎
東
側
の

「
お
は
な
の
ひ
ろ
ば
」
の
花
植

え
等
の
手
入
れ
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
先
日
は
子
供
達

の
た
め
に
心
温
ま
る
ク
リ
ス
マ

ス
の
装
飾
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

編 集 委 員 会
［委 員 長］

［ 委 員 ］

［副委員長］

為谷　　剛

五間くみ子

⻆田　義徳

佐久間奈々

村川　徳浩

石川　克正

茂木　一郎

鈴木　三男
ミルク　　　おやじ

グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
な
さ
ん

3 月定例会のお知らせ
日 月 火 水 木 金 土

（開会）議案説明・
予算特別委員会 議案説明

議案質疑 総務委員会議案質疑

一般質問

採決（閉会）

一般質問 一般質問

産業建設
委員会

予算特別
委員会

予算特別
委員会

福祉文教
委員会

232/22 24

25 26 27 28 3/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

1711 12 13 14 15 16

18 19

編集後記
　議会だよりは議会の広報誌です。議員個人が発信したものと違い、

誰がどんな考えで、どんな質問をしたのか詳しく触れていません。そ

の中で一般質問は、個人の責任において書くことが許されたスペース

です。質問者の目線や切り口から、その人となりが見えてくるでしょう。

ぜひ過去の議会だよりと読み比べてください。きっと見えてくるもの

があると思います。

村川　徳浩

24

3

10

17

冬晴れの日、雪をまとった深谷駅。透き通っ

た空の青さと白い雪、そして赤色の駅舎煉瓦

が美しくみえます。これも深谷の魅力のひと

つでしょうか。

（深谷市観光協会写真コンクール平成２７年

度入賞作品から）

今号の表紙は

雪の日の深谷駅

ふ
か や

発 見

雪の日の深谷駅
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議会の生中継・録画配信
http://fukaya.gijiroku.com
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